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30年かけて非暴力的手段で
中国電力の上関原発計画を
「凍結」させた山口県の上関町祝島。
その存在は2010年の春、
鎌仲ひとみ監督の作品
『ミツバチの羽音と地球の回転』が
イキイキと教えてくれた。
このシンポジウムでは
『ミツバチ』の上映と監督のトーク、
映画に登場する上関・祝島の活動メンバーから現場報告を受け、
「辺境」の力とポスト原発時代の到来を共に考えたい。
映画上映
『ミツバチの羽音と地球の回転』（鎌仲ひとみ監督作品、2010年）
シンポジウム「ポスト原発時代を生きる」
トーク：
「『核を巡る三部作』を振り返って」
鎌仲ひとみ（映画監督）
現場からの報告：
「脱原発の島づくり構想」　
山戸 孝（上関原発を建てさせない祝島島民の会・祝島市場）
「上関の自然を世界遺産に！  自然を活かしたまちづくりへ！ 」
高島美登里（長島の自然を守る会）
司会　杉浦郁子（和光大学教員）
ポスト原発時代を生きる上関・祝島の現場から
上映会＆シンポジウム 　　　　　　　　　　　　  和光大学総合文化研究所　主催
上映会＆シンポジウム：ポスト原発時代を生きる ── 005
2013年1月12日（土）13：00〜18：00　和光大学E棟101教室・コンベンションホール
みなさま、和光大学へようこそ。現代社会学科のロバート・リケットです。
2011年の秋以降、和光大学教職員有志が鎌仲ひとみさんの『ミツバチの羽音と地球の回
転』を和光大学で上映し、監督のトークセッションをお願いしようと考えていました。企画
はすぐに実現できなかったのですが、2012年9月の初め頃、学生たちと一緒に映画の舞台
にもなっている山口県の上関町と祝島を訪ねて原発と地域社会をテーマにフィールドワーク
をおこなう機会に恵まれました。
その貴重な学びの場を与えていただいたのは、鎌仲さんの映画の中に登場する「上関原発
を建てさせない祝島島民の会」の山戸孝さんと「長島の自然を守る会」の高島美登里さんと
お連れ合いの三家本誠さんでした。今日は、この場に鎌仲さんと、上関、祝島で学生ととも
にお世話になった山戸さん、高島さん、三家本さんをお迎えできるのは大変うれしく、光栄
に思います。
まもなく、『ミツバチの羽音と地球の回転』の上映会を開催いたしますが、その前に監督の
鎌仲さんのほうから一言、よろしくお願いします。
鎌仲ひとみです。映画『ミツバチの羽音と地球の回転』が完成したのは2010年の6月で
すから、完成して２年半以上経ちました。この間、北海道から沖縄までおよそ700か所で、
市民の手によって上映していただきました。
2011年3月、福島原発事故が起きたときは、ちょうど東京の渋谷の劇場上映の真っ最中
でした。そういう事故が起きないようにという思いで映画をつくってきたんですけれども、
間に合わなかったのです。3.11以降、全く世界が変わってしまいました。けれども、それに
もかかわらず、日本のエネルギー政策は非常に根深く原発に根を下ろしてしまい、まるで変
わっていこうとしない現実も見えてきたといえます。
私たちは「この映画、一体どういう映画なんだ」と聞かれたときに、「未来のエネルギーを
私たちはどうするのか、ということを考えるためにつくった映画なんです」とお答えしてき
ました。その問いかけは、今もずっと続いているわけです。そのためにまず必要なことが、
情報を開いていくことであり、私たちが当事者として議論し、さまざまな取り組みに参加し
ていくことだと思っています。
今日は山口県の祝島、上関から、映画の中にも出てくださった方たちが来てくださってい
ますので、映画が完成したあとの2年半に、何が起きて、これからどうなっていこうとして
いるのかということを、映画のあとに、自由に話し合っていただいて、一緒に考えていけた
らと思います。
この『ミツバチの羽音と地球の回転』をあちこちの地域で上映すると、ミツバチラバーズ
というんでしょうか、ミツバチを愛する人たちが見に来て、「ミツバチが出ていないじゃない
か」と大変なお叱りを受けるんですけれども、ミツバチは出てきません。どうして、こうい
うタイトルになったのかということを、映画のパンフレットの中で、田中優さんという方が、
解説してくださっています。私は映画のパンフレットには、必ず、自分の作品のシナリオを
完全再録します。映画では聞き取りにくいところもあるかもしれませんが、100％活字にな
っておりますのでこれをご覧ください。
